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20世紀前半のパリに世界各国から集まった画家たちは「エコール・ド・パリ」

と総称されています。この時代、日本からも大勢の画家たちがフランスに

留学しました。松戸ゆかりの洋画家、板倉鼎・須美子夫妻も、1926（大正

15）年から1929（昭和4）年までの3年あまりの間パリに滞在しましたが、鼎

は多くの優れた作品を残して1929（昭和4）年、急病のため28歳で早世しま

した。鼎の指導によりパリで油絵を始め、すぐに豊かな才能を現して高

く評価された須美子も、帰国後に25歳の若さで病没します。 

留学中、鼎と須美子は松戸の鼎の家族へ宛てて筆まめに書簡を送りました。

松戸からパリへ、ふたりの無事を祈りながら仕送りをしてくれる家族に対

して、日々の暮らしや制作活動、パリで生まれた赤ちゃんがすくすく成長

する様子など、様々なことを報告しています。また藤田嗣治、佐伯祐三、岡

鹿之助らをはじめ、当時パリで活動していた日本人画家たちの動静にも

ふれています。 

これらの貴重な書簡は、松戸の板倉家で大切に保管されてきました。松戸市

教育委員会は、その整理と活字化を1990年代から始め、今年3月、371通

を収録した『板倉鼎・須美子書簡集』を刊行しました。 
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板倉夫妻と長女・一

左はマダム・テッパ（アパルトマンの大家） 　 パリ、1928年

カズ

かつて松戸にデザインも学べるユニークな工学部があったことをご存じで

すか？千葉大学工学部はその前身を東京高等工芸学校に持ち、戦後間もなく

から20年近く、松戸駅東口に近い相模台で多くのデザイナーを育てました。 

この学校の誕生には洋画家、松岡壽が深く関係しています。松岡壽はもと

もと、現在の東京工業大学の前身である東京高等工業学校の工業図案科で教

えていました。工業図案科は、当時欧米に比べて劣っていた日本のデザイン

を改良するため、優れたデザイナーを育てることを目的にしていました。

しかし、1914（大正3）年にこの学科は廃止されてしまいます。この決定に

松岡らは猛反対しました。海外への輸出に耐えられる、洗練されたデザイン

をできる人材育成の重要性を強く訴えました。 

こうした松岡らの運動と当時の好景気が後押しし、1921（大正10）年、

東京・芝浦に本格的なデザイン教育機関である東京高等工芸学校が設立され

ました。教授陣は欧米留学の経験者が多く、学生は最新のデザイン教育を

受けられる環境にいました。 

東京高等工芸学校はその後東京工業専門学校に改称。1945（昭和20）年の

東京大空襲による校舎焼失をきっかけに松戸の相模台にあった陸軍工兵学校

校舎に移ります。 

1946（昭和21）年、新制大学発足に際して工芸大学昇格運動がおこり、

1949（昭和24）年、千葉大学工芸学部となりました。その後、1951年（昭和

26）に工学部に改称。総合的なデザイン教育を目標とし、工学的な学科以外

にも東京高等工芸学校時代から続く工業意匠学科（工芸図案科）、印刷、写真

などといった他の大学にはない珍しい学科を設けました。
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東京高等工芸学校正門　昭和初期　東京芝浦 学校校章

交差するハンマーは技術を、絵筆は芸術を表しています

まつ おかひさし

画像はいずれも『東京工業専門学校要覧』1946年より




